
校訓：思慮 高邁 貫徹  育てたい生徒像：自らの成長のために挑戦できる生徒 

４つのＣ：「Challenge」(挑戦) 「Collaboration」（協働）「Critical Thinking」（批判的思考）「Communication」（対話） 

本号が最終号です。１年間お付き合いいただき、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

社会で求められること 

 

以前読んだある本の中に、社会では次の７つのことが求められると書いてありました。ここに挙

げたことは、高校生のみなさんにとっても必要なことですので、紹介します。 

 

１ ゆるぎない強い志（強い思い）を持っていること 

 ・例えば、私の場合ですと、「江津高校をもっといい学校にしたい」という強い思いです。 

２ 夢や目標の実現に向かって努力を続けること 

 ・生徒の皆さんの場合ですと、進路目標を実現したいとか、大会で優勝したいとか、将来は地域 

に貢献したいとかいろいろあると思います。「見ているだけのものは夢、それを口に出して言

葉にした瞬間に目標に変わる」という言葉があります。具体的な目標を設定し、その目標達成

に向かって地道な努力を続けていくことが大切です。 

３ 常に反省すること 

 ・「反省」というと、自分の言動の良くなかった点を意識しそれを改める、という印象が強いの 

で、個人的には「振り返り」とか「内省」という言葉のほうが良いかなと思います。悪かった 

点を改善することも大切ですが、良かった点を評価することも重要です。 

４ 変化はチャンスと考えること 

  ・今までどおりは安心できるし、楽ですが、そこに進歩はありません。変化を恐れず、自分を変 

えるいいチャンスと考えてください。 

５ 相手の立場にたって行動すること 

 ・中国春秋時代の思想家孔子の教えをまとめた『論語』の中に、「己の欲せざるところは人に施 

すことなかれ」という言葉があります。自分がしてほしくないことは、人にもしてはいけな 

い。当たり前のことです。「思いやり」とは「思いを遣る」、相手に思いをはせ、思いをおよぼ 

す、という意味です。特に最近のSNS上での誹謗中傷、罵詈雑言のたぐいは、目に余るもの 

があります。自分の言動が相手にどう受け止められるのか、相手はどう感じるのか、少し想像 

力を働かせればわかることです。 

６ 感謝する気持ちを持っていること 

 ・みなさんは、家族、友達、先生、地域の方々など、周囲の多くの人に支えられています。感謝 

の気持ちは、言葉にしてこそ初めて伝わります。最近「ありがとう」を言っていますか。 

７ 平凡なことをやり続けること 

 ・例えば、挨拶をする、時間を守るなど、なんでもないような当たり前のことを徹底的に行う。

このことを四字熟語で「凡事徹底」といいます。 
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